
14 1st 12
10 2nd 17

10 3rd 10

14 4th 14

－

No. 出場 得点 3P 2P FT Ｆ No. 出場 得点 3P 2P FT F

4 DNP 0 0 0 0 0 4 × 17 0 8 1 2

5 DNP 0 0 0 0 0 5 × 20 6 1 0 2

6 / 0 0 0 0 1 6 × 2 0 1 0 2

7 DNP 0 0 0 0 0 7 DNP 0 0 0 0 0

8 × 0 0 0 0 0 8 / 0 0 0 0 2

9 × 31 1 13 2 1 9 DNP 0 0 0 0 0

10 DNP 0 0 0 0 0 10 DNP 0 0 0 0 0

11 DNP 0 0 0 0 0 11 DNP 0 0 0 0 0

12 DNP 0 0 0 0 0 12 / 0 0 0 0 1

13 / 0 0 0 0 0 13 DNP 0 0 0 0 0

14 × 0 0 0 0 1 14 DNP 0 0 0 0 0

15 DNP 0 0 0 0 0 15 DNP 0 0 0 0 0

16 × 12 0 5 2 1 16 DNP 0 0 0 0 0

17 × 5 0 2 1 1 17 × 4 0 2 0 4

18 DNP 0 0 0 0 0 18 × 10 2 2 0 1

48 1 20 5 5 53 8 14 1 14

×…スターター　/…出場　DNP...未出場　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　　F…ファウル

得点経過

大江　裕之

仲埜　弘幸，九里　亜紀

女　準決勝

10:00

副審

主審 （なし）

（なし）

大会名
平成２８年度全国中学校体育大会
第４６回全国中学校バスケットボール大会

コート

カテゴリー

 勝山市体育館ジオアリーナ

2016年8月25日(木)

ＫＢコート　第１試合

会　　場

日　時

53

TEAM  B

選　手　氏　名

二島 京都精華

(京都)

48

TEAM  A

松尾　祥花

高橋　未来(CAP)

TEAM  B

○(福岡) ●

福井県バスケットボール協会

戦　　評

合計

山本　綱義
合計

コーチコーチ 山﨑　修

藤　朱音

記載者 小柳　雅史 （所属）

西村　有未

　悲願の優勝に向け決勝進出をかけた二島（福岡）と京都精華（京都）による準決勝。二島は＃９の個人技が光る。ワンドリブルで
Defをかわし、高い打点から放たれるミドルシュートが止まらない。１Qだけで１２得点を挙げる。それに対して京都精華は＃４の１対１
を中心に、＃５、＃１８の３Ｐで応戦。二島２点リードの１４－１２で１Ｑ終了。２Ｑになっても二島＃９のシュートは落ちない。ミドルから
のジャンプシュート、インサイドで面をとってのターンシュートとゴールに吸い込まれていく。対して京都精華は、＃５の連続３Ｐ、＃４
の１対１からのミドルシュートが決まる。最初に流れをつかんだのは、京都精華。堅いチームDefからスピードを活かした速攻が決ま
り始める。二島は逆転を許す。京都精華＃４、＃６の連続ドライブが決まり、６点差となったところで、たまらず二島タイムアウト。その
後、二島は＃９を中心に攻めるが、二島２４－２９京都精華で前半終了。
　３Ｑでも２Ｑ後半の勢いをそのままに京都精華＃４のミドルシュート、＃５、＃１８の３Ｐが安定して決まる。二島も＃８のOffリバウン
ドからチャンスを広げ、＃９の他にも、＃１６、＃１７のドライブで猛追する。しかし、差が縮まらず京都精華５点リードの３４－３９で３Ｑ
終了。４Ｑ出だし、二島＃９のミドルが決まるも、すぐに京都精華＃５の３Ｐで突き放し、簡単に流れを渡さない。二島＃９を京都精華
は早めのカバーで止め始める。二島必死の追い上げも京都精華＃１７、＃１８のインサイドでの連続得点で万事休す。京都精華が５
３対４８で二島をくだし、決勝へ駒を進めた。互いに全力でせめぎ合う、準決勝に相応しい、素晴らしい試合であった。

荻田　美

柴田　柚菜池松　美波

浦野　来望

徳永　夏

池下　陽菜

松田　洸華

平澤　美奈

瀬川　心暖

中園　陽菜乃

中嶋　ゆめ(CAP)

川口　結菜

齋藤　風香 中江　美友

首藤　祐希

小柳　亜結

中村　理瑚

祢宜　くるみ

里内　明日香

下間　ほのか

田中　優歩

BOXスコア

TEAM  A 二島

野山　裕唯

京都精華

梶原　早智

野満　咲良

吉村　琉李

選　手　氏　名

早川　千華
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